
回摂政間白を置かない政治
①宇あ天皇が子の <1. >に譲位す忍とく9. >は
右大臣とな某力‘:(3. )年に左大臣 <4. >(/)希骸によ文
(.5. )に左還され、 90穿I~丈宰府で死去した。この2の倍璧虚りを
恕れて、詞に（6. )天洗宮がつく拓、 6天神としてまっ釦瓦学(/)知却民

｀天皇の後即位した冦！は？ ( } 
(2)(l)のときの右大臣．左大臣砂右埠：（ ）／却臣（

®rも摂政•OO白をおかず：『7． 』と呼1和る親政甜＇Tった。 (8. )年

には罪E田を命し:'_ (9. )を出すなと·律令体制の復寧が目
指却蒜、 90l年には六国史の最後であ針IO. 』が、 90呑には
晨初の勅揖和敢潅(i'11. 』が編塩された。

"1)醍醐天皇の治世のことき？ ( )I 

＞が‘‘
＞が即位蕊と、

⑨ 1の後に子のく12. >天皇が即位したが： 4の弟くI3

摂•関白とな沿て政権を握よた。次いで弟(!)<lク
父の方針を知継いで、再び摂間をお力‘ず『15.
おこな来。 1 ・ 14-の政治は後世に "'16.

(l) 朱雀天皇の後に天皇となった人物は？
(2)(1)がおこなった親政 1ま何と呼ばれたガ？

⇒と呼＃念親政を

メと思も誌れた。
(( 、

`
'
ノ
＼
ー
ノ

®し力‘し、地方政治の衰返ははなは茫‘しく、和ため、 902年の翠田が最後の
班田となリ的8年1：：僑遥された (17. )は、皇朝十二銭‘の影紅
な慕。こうして律令に基づく政治はほとんと行われなくな某。

®|午の死後、浴藁＇天皇が即位捻と、 13の子であ~<18. >が関白
とな某。このことに反発していた 1 の子で左大臣(/)<99. >は、 969年

<20. >(!)窓告 1甚むて失脚させられ、大宰府に流された。この

(21. )以後、 (2~. )され藤原氏の地位 1ま
確立した。



囚藤原氏の栄華
①摂政•関白が引き続いで任命され、政権の最高叫羞にあった IOc後半総 1(c

頃の政治を (23. )と呼び摂政•閑白を出す家柄を（匁 ) 

といい、藤原氏（宅． ）家が担某。

(1)宅和の変後、摂政·胴白が常置とな某力文このような政治形態を？
() 

(2)摂政•関白に任命される家柄を何というか？ ( ) 

②当特の粛族社会では、結婚した男せは男性が女性の実家に入~ 06. ) 
かこ．．

が為＜夫は妻の父の庇護を受け、また子とも（甜舟方の家で育て吋てるなと、母方

の緑が非常に重んじられていた。泳は天皇のもっとも身近な外戚‘として．文きな権力

を握某。
にし

®他氏肴澤を完了紐た藤原氏は、治の面点である藤匝氏のr-刃． ..I~ 

ぐる争いが始ま某。特に <28． 況匹釦浄ぃ、<2<1. >ｷ 
<3:J. >(/)叔父·甥の争いは有名芦泣が27となJ争いはおさま某。

®匁は、 <3(. 汀租．歳そ．籍学(f) 4人の穀を、それ和＜'dl. > ·言案．
ふIち凶今

後一条・後峰天皇の召点とした。そして 3/ の生んだく33. >天皇が 1016年
に即位捻と、匁は外租父として（34. ）とな某。 1017年には．（35. ) 

になiJ、 <36. ＞の日記『37. 』 1こ悼の世をば‘....J護預の歌裕‘
記されでいることガら 2％ときが藤原氏全盛であふ

I(1)10（西、後一条天皇の摂政とな某た人物は？ ( )I 
®さらI~刃の子のく38. >も後ー条後朱咎・媛鵞覧の3天皇の
（劣． ）とな条。（40． 洋、38は惹都の (4I. )lA噂挽嵐薗曇
譴で、 rLf-2. ...と呼記t：：：：。ちなみに匁 Iす互3. -'と呼1拓、彼の
日記を加． 』という。叙堂とは 2qが建てた(4-!5. )(J)こと。

(l) 後一条天皇以下3代の複政・陵白として、約択滓摺政権を握』たのは？
() 

⑥23では国政に鄭ゎる重要問題については、内裏の（%.
(4-7. )と＼＼が会謙で公蕃各自の意見が認られた。

）で行た
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